
２ 粗飼料多給による日本型家畜飼養技術の開発（新規）
(研究開発課）

１ 趣旨
本年３月に閣議決定された新たな「食料・農業・農村基本計画」では、食料

自給率をカロリーベースで４５％（現状４０％ 、金額ベースで７６％（現）
状７０％）に向上することを目標としている。

この目標を達成するためには、現在２４％にとどまっている飼料自給率を
大幅に向上させることが重要である。また、現在輸入されている粗飼料を全
量国産にするとともに輸入飼料への依存体質から脱却を図り、自給粗飼料に
基盤をおいた畜産物の生産が急務となっている。

しかしながら、現在の収穫調製作業体系は労力負担が重く、また、濃厚飼
料と比較して自給粗飼料は可消化養分総量（ＴＤＮ）の比率が低いこと等の
理由から、自給粗飼料の生産は停滞傾向にある。

このため、ＴＤＮ生産効率を飛躍的に向上させる品種とその栽培技術、サ
イレージ調製技術、省力的に飼料作物を収穫し効率的に流通させる技術の開
発を行うとともに、自給飼料多給を基本とした効率的な畜産物生産のための
給与技術を確立することにより、粗飼料多給型の家畜飼養技術を開発するも
のである。

２ 研究内容
（１）自給飼料の生産量・質の画期的な向上によるＴＤＮ増産技術の開発

耐湿性を付与したトウモロコシや茎葉デンプン蓄積飼料用稲等の水田
に適する高ＴＤＮ飼料作物品種の育成と栽培技術の開発を行う。

（２）自給飼料多給を基本とする効率的な畜産物生産技術の確立
多収・高ＴＤＮ品種の収穫・サイレージ調製技術の改善等により、現

。 、地実証レベルでのＴＤＮ当たりの生産コストを飛躍的に低減する また
自給粗飼料多給を基本とした効率的な畜産物生産技術を確立するため我
が国特有の標準的な粗飼料多給型の家畜飼養技術の開発を行う。

（３）研究機関、コントラクター（飼料作物の生産、収穫・調製、流通の担
い手 、畜産農家の連携による技術の確立と経営評価）

新規育成品種の高品質安定生産技術、収穫・サイレージ調製技術、粗
飼料多給型家畜飼養技術等を生産現場において各機関の連携により総合
的に開発する。また、これらの技術の畜産経営改善に及ぼす効果を評価
する。

独立行政法人、都道府県、大学、民間企業３ 研究実施主体

平成１８年度～平成２２年度４ 研究実施期間

５４５，０００千円５ 平成１８年度概算決定額

６．達成しようとする成果
（１）耐湿性を付与したトウモロコシや茎葉デンプン蓄積稲の育成
（２）定置型ロールベーラーの開発
（３）地域資源を活用したＴＭＲの調製・流通技術の開発
（４）自給飼料多給型飼養技術の開発と効率的な畜産物の生産 等



粗飼料多給による日本型家畜飼養技術の開発

粗飼料増産のため
の研究シーズ

日本における飼料生産

北海道
・水田で栽培可能なトウモロコシ
・コントラクターに適した省力的な収
穫技術
・高品質なTMRの調製技術

・粗飼料による効率的な畜産物生産

東北・関東・東海・北陸
・水田で栽培可能なトウモロコシ
・茎葉澱粉蓄積イネの開発
・リグニン分解酵素添加による高ＴＤ
Ｎサイレージの生産
・乳酸菌と酵母菌を活用した高品質
なサイレージ生産
・粗飼料による効率的な畜産物生産

九州
・水田で栽培可能なトウモロコシ
・茎葉澱粉蓄積イネの開発
・リグニン分解酵素添加による高ＴＤ
Ｎサイレージの生産
・コントラクターに適した省力的な収
穫技術
・高品質なTMRの調製技術

・粗飼料による効率的な畜産物生産

北海道（平坦地）
トウモロコシ、チモシー、ク
ローバー、アルファルファ
等

東北・関東・東海・北陸（平
坦地）

トウモロコシ、ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗ
ｽ、飼料イネ等

耕種農家が取組み
やすい飼料作物の
生産条件を整備

九州（平坦地）
トウモロコシ、ソルガム、
飼料イネ、イタリアンライ
グラス等

（現状）
畜産農家が飼料作
物を生産する限界
にきている

飼料作物をコントラ
クター等へアウト
ソーシング

○ 飼料増産体制の構築

低コスト化

面積増

目標の実現

○ 自給飼料面積
９３万ha（H15)→110万ha（H27)
○ 飼料自給率
２４％（H15)→３５％（H27)
○ TDN生産量
３５２万TDNｔ（H15)

→５２４万TDNｔ（H27)

粗飼料自給率１００％の達成

生産努力目標の考え方

○耕畜連携による稲発酵粗
飼料等の生産拡大
→ H27までに粗飼料輸入ゼロ

近畿・中四国（山間部）

放牧、飼料イネ等

○ 飼料作物の分布

（参考）

粗飼料生産の飛躍的な拡大

摂食性が高い
粗飼料を多給

水田で栽培可能な
トウモロコシの育成

研究スパイラル
～効率的な畜産物生産を求めて～

自給飼料多給を基本とした効率的な
畜産物生産技術の確立（家畜への効
率的な粗飼料等自給飼料多給技術の
標準化）



○消費者の食に対する不安
・口蹄疫発生 （平成１２年３月）
・輸入肉骨粉→ＢＳＥ問題

（平成１３年９月発生）
・濃厚飼料への過度の依存

→生産病の多発

○環境負荷の増大
・地下水汚染等の畜産環境問題
・外来雑草侵入による生態系撹乱

研究の背景

○TDN（可消化養分総量）含量

が高い輸入濃厚飼料が比較的
安価に購入可能
輸入配合飼料（トウモロコシ穀実）

TDN90%、 購入価格６３円/TDNkg
自給飼料（トウモロコシサイレージ）
ＴＤＮ66%、 生産費50円/TDNkg

○畜産農家の多頭化に伴う
労働力の不足

乳用牛の一戸当たり飼養頭数
平成５年 平成15年
42頭 58頭

粗飼料多給による日本型家畜飼養技術の開発

輸入飼料の増加

全国のコントラクター数と

受託面積の増加

新たな飼料生産の担い手
としてのコントラクター
（外部受託組織）の発展

諸問題の発生

平成９年 平成１４年

１２２団体 ２６７団体

38,000ha 77,000ha

画期的なＴＤＮ含量の向上を可能と
するサイレージ調製技術の開発

自給飼料を活用した効率的な
畜産物生産技術の開発

有用遺伝資源を活用した水田に適
する高ＴＤＮ飼料作物品種の育成と
栽培技術の開発

省力的な収穫技術とＴＭＲ（混合飼
料）の効率的調製・流通技術の開発

必要な技術開発

○自給飼料の生産量（収量、栽培面積）・質（ＴＤＮ含量）の画期的向上によるＴＤＮ増産技術
○コントラクターに適した省力的収穫技術とTMRの効率的調製・流通技術
○自給飼料多給による効率的な畜産物生産技術

畜産農家の労働力不足

を補う役割に期待

・茎葉高消化性遺伝子や耐湿性
遺伝子を活用したトウモロコシ

・茎葉高炭水化物蓄積型飼料稲

・酵素（リグニン分解酵素）、添加
剤等を活用したＴＤＮ含量向上技
術の開発
・乳酸菌と酵母菌を活用した幅広
い発酵条件に対応した品質向上

技術の開発

・コントラクタの大規模作業に適した
定置式汎用型ロールベーラ
・農業副産物を利用したTMR調製

技術や圧縮梱包による効率的流通
技術

・粗飼料採食量を制御する生理的メ

カニズムの解明とそれに基づく採食
量増大技術の開発
・消化管微生物による自給飼料消化
量を最大にするための解明と適正給
与法の開発



トウモロコシへの耐湿
性遺伝子の集積によ
る湛水条件下におけ
る生育の向上。

１）有用遺伝資源を活用した水田に適する多収・高ＴＤＮ飼料作物品種の育成と栽培技術の開発

従来のトウモロコシ

近縁種テオシントの
耐湿性遺伝子の導入

茎葉高消化性
遺伝子の導入

２）画期的なＴＤＮ含量の向上のためのサイレージ調製技術の開発

リグニン分解酵素（ラッカーゼ）の添加が
飼料イネサイレージのTDN含量に及ぼ
す効果（服部ら2004）

T
D
N
%

乳酸菌と酵母菌の活用による高品質サイレージの調製技術

水田に適した多収・高ＴＤＮ
トウモロコシ品種の育成

茎葉
TDN％

系
統
数

40
～
44

45
～
49

50
～
54

55
～
59

60
～
64

１５

１０

５

H15新品種

「おおぞら」
は４６％ 現有品種よりＴＤＮ

が高い遺伝資源が
多数存在

茎葉高消化性遺伝
子の集積による
ＴＤＮ向上の可能性

30

40

50

60

対照区 添加区

ラッカーゼの添加
により、飼料イネサ
イレージのＴＤＮが
８パーセント向上
（49%→57%）

従来のサイ
レージ調製

乳酸菌
○ロールベール等の嫌気条件下で乳酸産成
○低ｐH下での良質サイレージ発酵

○気密性低下による発酵品質低下が問題

新手法＝
酵母の活用
技術

乳酸菌

酵母菌

＋
○嫌気条件から好気条件の幅広い条件に対応
○ラップの破損等で気密性が低下してもサイ
レージの劣化が起こらない。

（左）耐湿性系統
（右）対照



３）省力的な収穫・調製と流通技術の開発

４）給飼料の採食量と消化・吸収量を高め、効率的に畜産物を生産する技術の開発

○粗飼料採食量を制御する内分泌機構等、生
理的メカニズムの解明
○肥育期・泌乳期の粗飼料採食量が高まる技
術開発
○自給飼料多給時における嫌気性ルーメン微
生物による繊維消化システムの解明
○消化管微生物による自給飼料消化量を最大
にするための粗飼料特性の解明と適正給与法
の開発

コントラクタの大規模作業に適した
定置式汎用型ロールベーラの開発

大型収穫機（フォー
レージハーベスタ）
による収穫

大型収穫機に対応した定
置式ロールベーラの開発
とそれによるサイレージ調
製技術の開発が必要

地域資源を活用した高品質ＴＭＲ調製と流通技術の開発

ＴＭＲ（混合飼料）とは
乾草、サイレージを細断し、濃厚飼料、農業副産物等とと
もに均一に混合し、家畜による選び食いが生じないように
調製した飼料。精密栄養管理のためには不可欠である上、
農業副産物を活用した低コスト飼料の調製が可能になる。
通常、給与の直前に混合・調製する。

地域資源を活用
したＴＭＲの調
製・流通技術の
開発

５）研究機関、コントラクター、畜産農家の連携による技術の確立と経営評価

コンテナ流通を基本とする
ＴＭＲ調製・流通技術

45

50

55

60

従来 定置式

定置式ロールベーラー導入がトウ
モロコシの生産費に及ぼす効果
（北海道における試算）

ＴＤＮ1kg当たりの

生産費（円）

５％低減

○自給飼料多給が牛肉および牛乳の生成
過程に及ぼす影響の解明とその制御技術
の開発
○乳合成効率を高める栄養素バランスの
解明と制御技術
○筋肉におけるタンパク質蓄積・分解機構
の解明とその制御技術


